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研究計画内容 ＜調査・研究の動機・目的＞ 

2015 年 3 月末の日本の大卒就職率は 96.7％でした。しかし、兵役を考慮す

る必要があるもののお隣の韓国の大卒就職率は 58％(ニート含む 2014 年)、

高度経済成長著しい中国でも 9 割です。経済がパッとしていない日本でも、

なぜ大卒就職戦線はお隣の国々に比べてよいのでしょうか？また、韓国・中

国の学生さんは、猛勉強をしてもなかなか就職に繋がらないのはなぜでしょ

うか？その舞台裏を、各国経済事情を含めて調査・分析します。 

＜研究計画＞ 

1.大卒就活制度の国際比較・・・東アジアの 3 ヶ国の大卒就職制度 

日本では、「新卒一括採用」という戦後に出来上がった仕組みが慣行として 

根付いています。他のアジアの国々ではどうでしょうか？実は韓国や中国に

も似たような慣習があり、それぞれ独特の慣習があります。まず、お隣の国々

における就活制度を調査・整理し、各国の雇用慣行の特徴を明らかにします。 

2.なぜ日本の大卒就職事情は改善しているのか？ 

GDP を見ると日本はそれほどパッとしていないのに、安倍政権発足後、失業

率は 2012 年の 4.3％から 2015 年の 3.3％へと 1％低下、雇用者総数も 110

万人増加しています。しかし、増えているのはパートなどの非正規雇用です。

新卒正規雇用状況の好転と、日本のマクロ雇用環境が随分と食い違っていま

す。日本経済・社会の構造変化を調査・研究する中で、なぜ日本の大卒就活

事情が近年良好なのかを考えます。 

3.なぜ韓国・中国大卒は就職難なのか？ 

次に韓国・中国の大卒就職事情が悪化している背景を調査・分析します。 

韓国全体の失業率は 3.7％程度で決して高くないのに、なぜか 15～29 歳の若

者の失業率がここ数年上昇し、10％近辺に達しています。政府の調査では、

中国の都市部失業率 5.1％に対し、大卒失業率は 8％程度です。日本の若者(15

～24 歳)の失業率は 5.5％ですので両国にとっては深刻な社会問題でしょう。

なぜ韓国・中国では大卒の就職難がなかなか解消されないのか、 

その背後にある構造問題を調査・分析します。 


